
３ 参照条文 

○ 私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和二十二年法律第五十四号）（抄） 

〔定義〕 

第二条 （略） 

②～④ （略） 

⑤ この法律において「私的独占」とは，事業者が，単独に，又は他の事業者と結合し，若しく

は通謀し，その他いかなる方法をもつてするかを問わず，他の事業者の事業活動を排除し，又

は支配することにより，公共の利益に反して，一定の取引分野における競争を実質的に制限す

ることをいう。 

⑥～⑨ （略） 

〔私的独占又は不当な取引制限の禁止〕 

第三条 事業者は，私的独占又は不当な取引制限をしてはならない。 

〔排除措置〕 

第七条 第三条又は前条の規定に違反する行為があるときは，公正取引委員会は，第八章第二節

に規定する手続に従い，事業者に対し，当該行為の差止め，事業の一部の譲渡その他これらの

規定に違反する行為を排除するために必要な措置を命ずることができる。 

② （略） 


